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研究成果の概要（和文）：ある種の分子は左右の型を持ち溶液中で左右が容易に転換し両方の型の分子は別々に
結晶となる．また左右の区別を持たない分子でも水晶のように結晶構造が左右の型を持つ物質がある．これらの
物質で溶液中の微結晶粉末を粉砕攪拌し続ける，あるいは溶液温度の昇降を繰り返すと，左右等量だった微結晶
が全てどちらか一方の型になってしまう．このような驚異的な現象を，分子クラスターが結晶成長に寄与するこ
とに着眼し，クラスターのサイズ分布を研究して説明した．またこの機構を応用すれば，安定結晶をエネルギー
的に不利な準安定結晶に転換するという一見自然法則に反するようなこともことが可能になることを理論的に示
した．

研究成果の概要（英文）：Certain molecules have a left-right type and can be easily converted between
 the left and right types in solution, and molecules of both types form crystals separately. Some 
molecules that do not have a left-right distinction also have left-right crystal structures, such as
 quartz crystals. When the microcrystalline powder in solution is continuously crushed and agitated,
 or the solution temperature is repeatedly raised and lowered, all of the microcrystals that were of
 equal amounts on both sides become one or the other type. We have explained this amazing phenomenon
 by focusing on the contribution of molecular clusters to crystal growth and studying the size 
distribution of the clusters. We also showed theoretically that this mechanism can be applied to 
convert stable crystals into energetically unfavorable metastable crystals, a phenomenon that at 
first glance seems to violate the laws of nature.

研究分野：結晶成長理論

キーワード： 結晶のカイラリティ転換　ヴィエドゥマ熟成　温度循環　結晶多型　結晶サイズ分布　準安定状態

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究で提案したカイラルクラスターの結晶化による結晶や分子のカイラリティ転換モデルは，結晶粉砕や温
度循環の方法によるほとんどの実験結果と整合する最有力なモデルと言える．詳細な解析で温度循環法の中心と
なる過程が，高温期に溶液中のクラスターによって多数派相の溶解が抑えられることにあることを示した．これ
らの方法は，適切な条件がそろえばエネルギー的に不利な準安定多型結晶を安定結晶から簡単に作り出すことを
可能としうる．この研究は異常現象の機構解明にとどまらず，工学的にも重要なものになりうる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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